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第５学年 図画工作科学習指導案 

    

１ 題材 「曲げ・ねじ～オブジェ～」 

（曲げてねじって） 

２ 指導観 

○  本題材は，環境と作品が共によくなるよ

うに環境と作品の響き合いを意識させた上

で，土粘土が持つ高い可塑性を生かしなが

ら，粘土の板を曲げたり，ねじったり，つ

けたりしながら表現することをねらいとす

る。 

本題材がもつよさは以下のようなものが

考えられる。 

・ 環境から受けるイメージを変える作品

づくりを意識させることにより，表現活

動への意欲を喚起させ，鑑賞活動まで持

続させることができる。 

・ 粘土の特徴を生かした作品づくりと環

境との響き合いを意識した作品づくりの

２つの観点から表現意図をもち，空間構

成をすることができる。 

・ 粘土の板を立てたり，曲げたり，のば

したり，つけたりして，表現意図にそっ

た工夫をする表現活動ができると考える。 

・ 環境の中での鑑賞活動を行うことによ

り飾る事への意欲を引き出すことができ

る。 

○  本学級の子どもたちは，一学期に取り組

んだ「トローリかたまれ」では，芯材を使

用し，様々な形で固定させた布が乾燥する

に従って固まり，形を留めるという液体粘

土の特徴を楽しみながら，表現意図に沿っ

た表現活動を行うことができた。１学期に

行ったアンケートの結果によると「作品を

つくった後，家に持って帰ってどのように

していますか」という項目では「捨てる」

が ％，「一定期間取っておく」が ％，

「飾る」という児童が ％という結果が出

た。捨てると答えた児童の理由としては，

「邪魔になる」や「とっておいても使うこ

とがない」や「どこに飾ったらいいかわか

らない」という理由が多数をしめた。「一

定期間取っておく」「飾る」の多い理由と

しては，「親が取っておいたり，飾ったり

する」とのことだった。 

以上のことから表現意図を持つことはで

きてはいるが，その表現意図の中に，環境

の中に作品を飾るという意識がないため，

作品を家庭に持ち帰ると意欲がとぎれてし

まい，捨てたり，愛着がもてなかったりと，

図画工作が生活の中になかなか根付くこと

ができていないといえる。 

このことから，題材との出会いで環境を

含めた表現意図を持たせたり，作品によっ

て環境から受けるイメージを変えることが

できるという事に気付かせることにより，

意欲を喚起，持続させたりすることが必要

であると考えた。 

○ 本題材の指導にあたっては，これまでの

図画工作科の学習において使用してきた油

粘土の特徴について想起させることにより，

土粘土の特徴へとつなぐ。土粘土を使った

材料体験をする中で油粘土と土粘土のちが

いを考えさせ，土粘土の特徴を確認させる。

（土粘土は，焼成することによって，形を

半永久的に留めることができ，日常生活の

中で使用することもできる。さらに，彩色

も行うことができる。） 

つぎに，場所から受けるイメージと，場

所の中に作品がある場合のイメージとで鑑

賞させ，作品を飾ることによって場所から

受けるイメージを変えることができるとい

うことに気付かせる。また，作品のどの要

素が場所から受けるイメージを変えたのか

を明らかにしていく。（形，大きさ，質感，

色など） 

そして，場所から受けるイメージを考え

させながら，作品によって変えたい場所を

探させる。また，その場所から受けるイメ

ージをどのように変えたいのかを理由もは
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っきりとさせながら，図工ノートに書かせ，

場所から発想したことをアイデアスケッチ

させる。 

表現段階では，表現意図に沿った表現を

させるために，児童が見付けた土粘土の特

徴を資料として提示して表現活動を行わせ

る。その際，児童間で自由に交流活動を行

い，友達の表現意図を考えさせることによ

り発想を広げたり，自分の発想のよさに気

付いたりすることができるように，４人が

向かい合いながら活動することができるよ

うな場の設定を行う。また，児童が表現意

図を明確にもちながら表現できるように，

図工ノートの記述や児童の活動の見取りを

もとにして，個に応じた支援を行う。 

題材の終末の鑑賞活動では，毎時間書か

せた図工ノートをもとに活動をふり返らせ

た後，場所の中に作品を飾った上での鑑賞

活動を設定する。 

このような活動を通して，自分の作品が

場所から受けるイメージを変えることがで

きることに気づき，日常生活の中でも作品

を飾って環境から受けるイメージを変えて

みたり，表現したりすることができるよう

にする。 

 

３ 単元目標 

○ 環境を意識した表現活動をしようとする

ことができる。 

（造形への関心・意欲・態度） 

○ 環境と作品が共によくなるように，土粘

土を加工させながら表現を工夫することが

できる。（発想や構想の能力） 

○ 表現意図が表れるように，土粘土を伸ば

したり，ねじったり，つけたりすることが

できる。（創造的な技能） 

○ 環境の中に作品を飾ったうえでの鑑賞活

動の中で，作品がある時とない時での場所

から受けるイメージの違いに気付くことが

できる。また，自分や友達の作品を見て，

表し方のよさや違いに気付き，交流するこ

とができる。（鑑賞の能力） 
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４ 題材における指導事項・評価規準・指導方法（全７時間） 

 

 

 

学習活動 

関 

意 

発 

構 

技

能 

鑑

賞 

 

具体の評価規準 

 

指導事項 

 

指導方法 

表

し

た

い

こ

と

を

明

確

に

す

る 

 

 

本

時  

２

／

２  

 

 

 

１．土粘土の特徴

を体験すること

によって，高い

可塑性など材料

の特徴を生かし

た造形活動への

意欲をもつ。 

 

２．見付けた土粘

土の特徴を交流

しあう。 

(1時間) 

 

３．環境の中での

作品の効果につ

いて考える。 

 

４．作品によって

変えたい場所を

見付ける。 

(1時間 ) 

    

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○  

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  

 

 

 

 

○  

 

 

 

○  

 

 

 

 

・ 土粘土の特徴

を発見しようと

積極的に活動し

ている。   

（関） 

・ 土粘土の様々

な特徴を試して

いる。    

（発） 

 

 

 

 

・ 作品が場所へ

与える効果を感

じようとしてい

る。（鑑） 

・ 作品によって

変えたい場所を

意欲的に探して

いる。（関） 

○ 土粘土の特徴を

知ること 

（曲げる，折る，伸

ばす，丸める，ねじ

る，立てる，切る） 

 

 

 

○ 土と土を接合の

仕方を知ること 

（ドべの使用法） 

 

 

○ 作品があること

で場所から受ける

イメージが変わる

ということを感じ

ること 

○ 場所から受ける

イメージをどのよ

うに変えたいのか

を考えること 

・ 油粘土の特徴につい

て発表させる。 

・  土粘土を使い，でき

る形を試させながら，

土粘土の特徴を確認さ

せる。 

・ 見付けた特徴につい

て，児童に実演させな

がら説明させる。 

・ 接合の仕方について

は，教師が実演する。 

・  校内のある場所に

作品がある場合とな

い場合での鑑賞をさ

せる。  

・  その際，作品を飾

ることで場所から受

けるイメージが変わ

ったことに気付かせ

る。  

・  次に，作品のどの

要素が場所から受け

るイメージに変化を

与えたのかを明らか

にさせていく。  

（形，大きさ，質感，色）  

自

分

の

表

わ

し

方

を

決

め

る  

５．場所から受け

るイメージをど

のように変える

作品にするのか

を図工ノートに

アイデアスケッ

チをする。 

   (1時間 ) 

   

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  

 

 

 

・ 場所から受け

るイメージを意

識したアイデア

スケッチを意欲

的にしている 

  （関） 

・ 場所から受け

るイメージを変

えるために土粘

土の特徴を生か

したアイデアス

ケッチをしてい

る。（発） 

 

○ 場所から受ける

イメージを考える

こと 

○ 土粘土の特徴を

生かした作品の発

想をすること 

 

・ 児童が選んだ場所の

写真を用意し，図工ノ

ートに添付させ，常に

場所から受けるイメー

ジを振り返れるように

しておく。 

・ 場所から受けるイメ

ージを意識させること

ができるように各自，

選択した場所に行かせ

て発想させる。 

・  環境から受けるイ

メージや作品を飾る

ことでどのように変

えたいのかをアイデ

アスケッチで表現さ

せる。  
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自

分

の

表

わ

し

方

で

表

わ

す  

６．土粘土を使っ

て，場所から受

けるイメージを

変えることを意

識した表現活動

を行う。 

(2時間) 

 

７．彩色による

，場所から受

けるイメージを

変えることを意

識した表現活動

を行う。 

 

(1時間 ) 

 

○  

 

 

 

 

 

 

 

○  

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

 

○ 

  

  

  

  

  

  

 ○ 

  

  

  

  

  

  

 

○ 

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

○  

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 場所のイメー

ジを変えるため

に土粘土の特徴

を生かした表現

をしている。（

発） 

 

・ 自分の表した

い思いに合う表

現をしている。

 （技） 

・ 場所のイメー

ジを変えるため

に彩色による表

現をしている。

（発） 

 

○  自分の思いに

あった表現の工

夫をすること  

○  土粘土の特徴

を生かした表現

をすること  

 

 

○  自分の思いに

あった彩色を行

うこと  

・ 自分が選んだ場所の

写真を見ながら活動を

させる。  

・ 場所を見に行きたい

という児童には，随時

行かせる。 

・ 児童が見付けた土粘

土の特徴をまとめた資

料を提示する。 

 

・ 図工ノートの記述や

児童の活動の見取りを

もとにして，個に応じ

た支援を行う。 

 

鑑

賞

す

る 

 

 

 

 

 

９．お互いの作品

を鑑賞し，よさ

や美しさを認め

合う。 

(1時間) 

 

 

 

○  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

・  自分の作品を

見て，場所から

受けるイメージ

から発想した表

し方のよさや美

しさを見付けて

いる。（鑑） 

・ 互いの作品を

鑑賞する活動に

，意欲的に取り

組んでいる。（

関） 

・ 友達の作品を

見て，作品のよ

さや美しさを見

付けている。 

  （鑑） 

○ 自分なりの鑑賞

の視点をもって作

品を見て，面白さ

や楽しさを見付け

ること。  

 

○ 友達の場所を含

めた表現意図のよ

さや美しさを進ん

で見付けること。 

 

・ ひとつの作品を全体

で鑑賞し，環境の視点

を持たせる。 

・ 友達の場所を含めた

表現意図に気付くこと

ができるグルーピング

を行う。 

・  友達の作品が選択

した場所に飾られる

ことによってどのよ

うな思いが伝わって

くるのかを交流させ

る。  
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５ 本時 

平成 22 年 10 月 日(金)  校時 図工室 

６ 本時目標 

○ 作品を飾ることによって場所から受け

るイメージが変わるということに気付く

ことができる。（鑑賞の能力） 

○ 場所から受けるイメージをどのように

変えたいのかを考えながら，作品によっ

て変えたい場所を意欲的に探すことがで

きる。 

（関心・意欲・態度） 

７ 授業仮説 

 導入段階において，場所から受けるイメー

ジと，その場所に作品を飾った上での場所か

ら受けるイメージを鑑賞し，交流し合う場の

設定を行えば，作品によって場所から受ける

イメージが変わったことに気付くことができ，

表現への意欲をもつことができるであろう。

さらに，場所から受けるイメージを考えさせ

ながら自分が変えたい場所を探させ，場所か

ら受けるイメージをどのように変えたいのか

を図工ノートに言葉で表現させる手立てを取

れば，表現意図を明確に持ち，表現への意欲

をつなぐことができるであろう。 

 

８ 準備 

○ 参考作品 

○ 図工ノート 

 

９ 本時の指導の考え方 

本時は，作品によって場所から受けるイメ

ージを変えることができることに気付き，場

所から受けるイメージを考えながら，作品に

よって変えたい場所を意欲的に探すことがね

らいである。 

本時の指導にあたっては，導入段階で，前

時に学習した土粘土の特徴を想起させ，本題

材はその土粘土の特徴だけを生かした表現活

動ではないことを確認する。展開段階 1 では，

校内のある場所へと移動し，その場所から受

けるイメージと，その理由を発表させ，交流

させる。その中で，発表の言葉を整理しなが

ら，場所から受けるイメージが作品を飾るこ

とによって変わったことに気付かせる。 

さらに，参考作品が場所から受けるイメー

ジを変えるという視点から発想し，表現され

た作品であるということを話し，今回の題材

は，場所のイメージを，土粘土を使用した作

品によって変えるということをねらいとして

いることを中心に本時のめあてを確認させる。 

展開段階の２では，場所を探す視点を持た

せるために，どこを変えたいと思っているの

かと理由を数名発表させ，その後，作品によ

って変えたい場所を探しに行かせる。その際，

様々な場所から受けるイメージを考えさせ，

その場所から受けるイメージをどのように変

えたいのか，その理由も言葉で図工ノートに

書かせる。教師は各場所をまわり，場所の用

途やそこを普段どのように使用しているのか

を想起させる言葉かけを行い，イメージしや

すくさせる。次に，場所から受けるイメージ

をどのように変えたいと思っているのかを交

流させ，友達の意図のよさを考えさせ，場所

からの発想を広げさせる。 

最後に，場所のもつイメージを表現段階の

発想へとつなぐことができている児童を図工

ノートの記述から見取り，発表させ，場所か

らの発想を次時の表現への発想へと広げさせ

る。 
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10 本時学習における指導事項・評価規準・指導方法  （本時２／７） 

 学習活動 具体の評価規準 指導事項 指導方法 
導 
入 
2
分  

１．前時までの学習活動

を振り返る。 
 

 

・ 図工ノートを見なが
ら，前時までの学習活動
について振り返ってい
る。  

○ 前時までの学習活動を

振り返り，本時の学習に

臨こと。 

・ 図工ノートを見ながら

，土粘土の特徴を確かめさ

せる。 

 
展
開 
１  
 

13
分  
 
 
 
 
 

 

２．本時のめあてを確認

する。 

（ 1）校内のある場所

から受けるイメージ

と，その場に作品を

飾った後，受けるイ

メージを交流する  

 

（ 2）本時のめあてを

確認する。  

 

 

 

めあて  

 

 

・ 作品を飾ることによ

って場所から受けるイ

メージが変わったこと

に気付くことができる

。（鑑） 

 

 

 

・ 本時のめあてを確かめ

，本時学習の見通しをもっ

ている。（関） 

 

 

○ 作品を飾ることによ

って場所から受けるイ

メージを変えることが

できるということに気

付くこと。 

 

 

 

 

 

・ 校内のある場所に作

品がある場合とない場

合での鑑賞をさせる。  

・  作品を飾ることで場

所から受けるイメージ

が変わったことに気付

かせる。  

・  作品のどの要素が場所

に変化を与えたのかを考

えさせ，場所が持つ要素

と作品との関係に気付か

せる。  

作品の要素（形，大きさ，  

質感，色など）  

場所の要素（ 光 ， 影 ， 明 る さ ， 風

， 温 度 ， 色 ， 広 さ な ど ）  

・ 場所から作品の発想を

したということを参考作

品と場所の提示からおさ

える。 
 
展
開 
２  
 
3
分  
 

17
分 
 
 
 
5
分 

 

３．作品を飾ることによ

ってイメージを変えた

い場所を探す。 

(1)場所のイメージを変

えたい場所について交

流させる。 

 
 (2)場所から受けるイメ

ージを考えながら作品

によって変えたい場所

を探す。 
 

 

 (3)場所から受けるイメ

ージをどう変えたいの

かを交流させる。  

  

 

 

 

・ 友達が変えたい場所

と思った視点を考える

ことができる。（鑑） 

 

・ 場所から受けるイメ

ージを考えながら意欲

的に場所を探すことが

できる。（関） 

 

 

・ 場所から受けるイメ

ージをどう変えたいの

かを思い浮かべること

ができる。（発） 

 
 
 
○ 場所探しの視点を明

確にもつこと。 
 
 
○ 場所から受けるイメ

ージを感じながら場所

探しをすること。 
 
 
 
○ 場所から受けるイメ

ージをどう変えたいの

かを思い浮かべること 
 

 

 

 

 

・ 場所探しの視点を明確

にもつことができるように

数名発表させる。 

 

・ 様々な場所から受ける

イメージを考えさせる。 

・ 場所から受けるイメー

ジをどのように変えたい

のか，その理由も言葉で

図工ノートに書かせる。 

・ 教師は各場所をまわり

，場所の用途やそこを普

段どのように使用してい

るのかを想起させる言葉

かけを行い，イメージし

やすくさせる。 
 
終
末 
 
5
分 
 

５．本時学習の感想を 

聴き合い，学習のま 

とめをする。 
 
 
 

・ 場所から受けるイメ

ージをどのように変え

たいのか理由を確認し

，次時へ発想を広げよ

うと言葉で図工ノート

に言葉で書いている。 
  （関）（発） 

○ 場所から受けるイメ

ージをどのように作品

で変えたいのかを確か

めること。 
 
 

・ 図工ノートへの記述か

ら作品の発想へとつなぐ

ことができている児童に

発表をさせる。 
 
 

どこをどう変えたいのかを探そう  


